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〈表カバー〉
キッズキャンパス2013
「キッズキャンパス2013」の制作プログラムの様
子。上から「模様から想像して絵や工作をする」「色
シールで海の生き物を描く」「土や自然のものから絵
の具を作って描く」

情報科学で地域に貢献

リエゾンフェスタは、本学の研究内容を地域産業界等へ紹介す
る交流会で、産学官連携活動の推進を図り、地域産業界との共
同研究への発展や研究成果の事業化を目指しています。

リエゾンフェスタ

本学情報科学研究科の教員により開発された「みみスイッチ」
は、高齢者の見守り活動支援システムに活用が検討されている
イヤホン型の装置で、スマートフォン等で状況を確認することがで
きます。これからの地域を支える技術のひとつとして注目されてい
ます。

みみスイッチ

「科学と芸術を軸に世界平和と地域に貢献する国際的な大学」を建学の基本理念としている本学は、
広島市の公立大学として、地域と共生し、市民の誇りとなる大学を目指しています。
ここでは、本学の地域貢献活動について、写真を通じて事例を紹介します。

広島市中心部に設置されたデジタルサイネージ（電子掲示板）
には、本学情報科学研究科の研究が活用されています。路面電
車等での実験を経て、現在は地下街シャレオ（広島市中区）、広
島市役所（広島市中区）、広島平和記念資料館（広島市中
区）、横川駅（広島市西区）等で見ることができます。

デジタルサイネージ

芸術で社会を豊かに

広島市安佐動物公園と本学が共同で推進している「ａｓａｚｏｏ壁
画制作共同プロジェクト」の一環で、キリン舎に壁画を制作しまし
た。他にも園内のさまざまな壁画を制作しています。なお、広島市
安佐動物公園の公式ロゴマークの制作にも本学芸術学部が協
力しています。

asazoo 壁画制作共同プロジェクト

生涯学習の場を提供

本学では、さまざまな公開講座を開催しています。その１つ「市
大英語eラーニング講座」は、本学国際学部の教員が開発し
た「ネットワーク型集中英語学習システム」を利用して、主に広
島市内に在住している市民の方を対象に、平成25年10月に
開設した本学のサテライトキャンパス（広島市中区）、仁保公
民館、船越公民館、ゆいぽーとに用意されたパソコンで、市民
の皆さんに英語学習の機会を提供する自習型講座です。
また、今年度は、広島県と広島市の連携強化の一環として、地
域に貢献する人材の育成に向けた大学連携を推進するため、
県立広島大学と本学が協力した連携公開講座も開催してい
ます。

各種公開講座

ヒロシマへの貢献

写真と事例でみる市大の地域貢献

Tel：082-830-1764　　E-mail：office-shakai@office.hiroshima-cu.ac.jp

地域と大学をつなぐ窓口   「広島市立大学社会連携センター」

「HIROSHIMA and PEACE」は、世界中の学生が広島市立大
学に集い、「ヒロシマ」と「平和」について学び語り合う夏期集中
講座です。核問題について、自分の国では触れられることの少な
い視点を学び、平和について考えます。また、平和記念資料館の
見学、平和記念式典への参列や被爆関係者証言を聞く機会等
も提供する、専門的かつ多彩な講座です。本年で11年目を迎
え、広島市立大学の看板講座としてすっかり定着しました。

HIROSHIMA and PEACE

キッズキャンパスは、広島日野自動車株式会社の寄付講座で、
幼児・児童を対象とした公開講座として、2005年にスタートしま
した。子どもたちの創造性の育成と、彼らを取り巻く環境をより良
いものにすることを目標として、本学芸術学部の教員と学生が運
営と指導に当たっています。

キッズキャンパス2013

仙養ヶ原シンポジウムは、「仙養ヶ原ふれあいの里」（広島県神
石高原町）に滞在して、石の彫刻や立体作品の公開制作と作
品展示を行う、地域社会との対話を通じたアートプロジェクトで、
本学芸術学部の教員・学生らが参加しました。

仙養ヶ原シンポジウム
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（ア）基盤研究（Ａ）　1件 （単位：千円）
研究代表者（所属・職名・氏名） 研究課題名 交付内定額

国際学部 研究員 篠田 知和基 世界神話の二元構造の研究－善悪・生死・明暗 6,600

（イ）基盤研究（Ｂ）　8件 （単位：千円）
研究代表者（所属・職名・氏名） 研究課題名 交付内定額

国際学部 准教授 田川　玄 グローバル化するアフリカにおける<老いの力>の
生成と変容－宗教儀礼領域からの接近 4,100

情報科学研究科 教授 石光 俊介 発声機能障害者支援システムの小型化実用検
討 4,000

情報科学研究科 教授 吉田 彰顕 地上ディジタルテレビ放送波の見通し外オーバー
リーチ干渉特性の研究 3,600

情報科学研究科 教授 前田 香織 IPモビリィティにおけるポリシベースマルチキャスト
ハンドオーバーに関する研究 4,900

情報科学研究科 教授 角田 良明 アシュアランスネットワーク設計原理とその応用 4,400

国際学部 教授 青木 信之 多様な大学環境における英語eラーニング－管理
される学習から自律的学習へ－ 4,800

広島平和研究所 准教授 ロバート・ジェイコブズ
ヒバクシャ・コミュニティの国際的連携構築に向け
た比較研究 1,900

広島平和研究所 講師 竹本 真希子 グローバル・ヒストリーとしての平和研究にむけて－アウシュヴィッツとヒロシマの記憶 1,500

（ウ）基盤研究（Ｃ）　４３件 （単位：千円）
研究代表者（所属・職名・氏名） 研究課題名 交付内定額

国際学部 教授 赤星 晋作 アメリカにおける連邦・州・学区の教師の資質向上
方策に関する総合的研究 900

国際学部 教授 中島 正博 瀬戸内芸術祭の外発的インパクトと内発的発展：
文化・社会・経済面からの持続的検証 800

国際学部 教授 関村　誠 プロティノス美学におけるアイステーシスの機能－
プラトン思想の受容と変容を中心に－ 700

国際学部 准教授 西田 竜也 集団防衛同盟の成立要件－米国同盟システムの
比較分析 600

国際学部 准教授 板谷 大世 シンガポール共和国の「裏」憲法と政治秩序－治
安維持法の分析を中心として－ 700

国際学部 准教授 城多　努 公立大学法人の予算管理と学内資源配分の研
究 1,400

国際学部 准教授 池田 寛子 18世紀以降のアイルランド文学におけるアイルラ
ンド語の伝統 700

国際学部 准教授 高橋 広雅 社会規範と市場規模の境界に関する研究：経済
実験によるアプローチ 900

国際学部 准教授 潮崎 智美 EUおよびドイツにおけるIFRSアドプションに伴う
制度内コンフリクトに関する研究 1,000

情報科学研究科 教授 井上 智生 マルチサイクル過渡故障に耐性を持つディジタル
システムの動作合成法 900

情報科学研究科 教授 若林 真一 FPGAの動的部分再構成機能を利用した組合せ
問題に対する高速ハードウェア解法 800

情報科学研究科 教授 石渡　孝 レーザー多重共鳴法による励起状態ダイナミクス
の研究 1,000

情報科学研究科 教授 北村 俊明 数値計算におけるデータの実用的有効桁数を追
跡する計算機構の開発 500

情報科学研究科 教授 林　朗 音楽における多声性と階層性を表現できるモデ
ル・手法の開発 500

情報科学研究科 教授 高濱 徹行 関数形状のタイプ推定と関数近似を利用した効
率的な制約付き最適化に関する研究 1,600

情報科学研究科 教授 高橋 健一 学習者の集中度対応型eラーニングインターフェー
ス 2,300

情報科学研究科 教授 松原 行宏 AR技術を用いた能動的に仮想実験環境構築が
可能な学習支援システム 1,600

情報科学研究科 教授 石田 賢治 想定外への対処を目指すアシュアランスネットワー
ク技術の研究 2,100

情報科学研究科 准教授 永山　忍 プログラマブル多次元ディジタル波形信号合成器
の開発とその設計自動化に関する研究 1,300

情報科学研究科 准教授 市原 英行 ストカスティックロジック回路のテスト手法と信頼度
/演算精度設計に関する研究 900

情報科学研究科 准教授 難波 英嗣 新情報の追加と書き換え技術を用いたサーベイ論
文の自動作成 1,300

情報科学研究科 准教授 三村 和史 構造を持つMAX-XORSATの反復解法の解析 1,200

情報科学研究科 准教授 小野 貴彦 傷病者の病態と緊急性に応じた救急車の最適搬
送経路 800

情報科学研究科 准教授 高野 知佐 大規模災害に対するレジリエンスを強化するため
のネットワーク機能自律回復技術 1,300

情報科学研究科 准教授 双紙 正和 ハッシュ連鎖による柔軟で効率の良い認証法 1,600

情報科学研究科 准教授 内田 智之 省メモリWebマイニング手法の開発とクラウドコン
ピューティングへの応用 1,200

情報科学研究科 准教授 青山 正人 心電図同期心臓ＣＴ画像における左心室壁運動
の解析 1,200

情報科学研究科 准教授 岩根 典之 デジタル教材におけるエージェント型学習支援に
関する研究 1,100

情報科学研究科 准教授 八方 直久 光電子ホログラフィーによる強磁性半導体の局所
構造解析 900

情報科学研究科 准教授 西　正博 地上ディジタルテレビ放送波を用いたヒト検知シス
テムの実用化に関する研究 800

情報科学研究科 講師 馬場 雅志 非透視投影画像のレンダリングに関する研究 1,500

情報科学研究科 講師 神尾 武司 強化学習ベース多船航路探索法に基づく海上交
通アセスメントツールの実現 800

情報科学研究科 講師 齊藤 夏雄 正標数の閉体上で定義された代数多様体の研究 1,000

情報科学研究科 助教 高井 博之 赤外線通信による移動ロボットネットワークのため
の時間空間分割型プロトコル 800

情報科学研究科 助教 河野 英太郎 有線・無線混在時の無線センサ網向け分散ゲート
ウェイと秘密分散TECによる通信方式 700

情報科学研究科 助教 高橋 雄三 腰部の回転運動を抑制しない立位作業補助椅子
開発のための基礎的検討 1,500

情報科学研究科 助教 川本 佳代 日本を担う人材のコミュニケーションスキル向上を
めざす学習コミュニティの構築 1,100

芸術学部 教授 伊東 敏光 風景をモチーフとした彫刻表現法の構築－映像と
ファンタジーの受容から－ 600

芸術学部 准教授 加治屋 健司 オーラルヒストリーによる1970年前後の前衛美術
とその隣接領域に関する研究 1,200

広島平和研究所 教授 田中 利幸 米空軍における「精密爆撃」と「無差別攻撃」の
併存　矛盾拡大の史的考察 400

広島平和研究所 講師 高橋 博子 冷戦初期における米国核政策と被爆者・ヒバク
シャ情報 500

プロジェクト研究
推進室 准教授 釘宮 章光 病態計測に用いるアミノ酸分析用マイクロチップ

の開発 1,300

国際交流推進
センター

センター
長 神原 信幸 日米比較研究による学士教育課程を高度化する

高大連携教育の体系化 800

（エ）挑戦的萌芽研究　３件 （単位：千円）
研究代表者（所属・職名・氏名） 研究課題名 交付内定額

国際学部 教授 青木 信之 英語eラーニングでの自律的学習につながる学習
履歴データの提示に関する研究  800 

国際学部 准教授 渡辺 智恵 クローズテストにおける弁別力の高い問題項目及
び錯乱肢作成の指針に関する研究  900 

情報科学研究科 助教 小作 敏晴 水飲み鳥の振動原理に基づく熱機関からの利用
可能な余剰エネルギー回収システムの開発  1,300 

（オ）若手研究（Ｂ）　７件 （単位：千円）
研究代表者（所属・職名・氏名） 研究課題名 交付内定額

国際学部 准教授卜部 匡司 三分岐型から二分岐型への中等学校制度再編
に伴うドイツ教育評価制度の変容 500

情報科学研究科 准教授 大田 知行 自律分散クラスタリングに基づく異種モバイルアド
ホックネットワーク間相互接続技術 1,000

情報科学研究科 准教授 宮崎 大輔 全周囲光源装置と偏光解析を用いた透明物体の
三次元形状計測 500

情報科学研究科 准教授 原　章 アリの群知能を利用したグラフ構造プログラムの
自動生成に関する研究 500

情報科学研究科 助教 串田 淳一 組合せ最適化問題に対する超多点差分造化の
開発と勤務表作成問題への適用 1,600

情報科学研究科 助教 疋田 真一 日常生活で使える視線インタフェース 800

広島平和研究所 講師 桐谷 多恵子 被爆直後（1945‐1948）の広島・長崎「復興」に
関する研究 300

（カ）新学術領域研究　１件 （単位：千円）
研究代表者（所属・職名・氏名） 研究課題名 交付内定額

情報科学研究科 教授 日浦 慎作 質感認知に関わる記録・合成と表示  10,600 

（キ）研究活動スタート支援　１件 （単位：千円）
研究代表者（所属・職名・氏名） 研究課題名 交付内定額

情報科学研究科 講師 谷口 和弘 介護福祉への応用を目指したイヤフォン型ヒューマ
ンマシンインタフェース  1,100 

（ク）研究成果公開促進費　１件 （単位：千円）
研究代表者（所属・職名・氏名） 研究課題名 交付内定額

国際学部 教授 塚田 健一 アフリカ音楽学の挑戦  1,600 

①平成25年度「大学間連携共同教育推進事業」（文部科学省）　１件 （単位：円）
研究代表者（所属・職名・氏名） 研究課題名 交付内定額

情報科学研究科 教授 樋脇　治 臨床情報医工学に卓越した地域の先進医療を
チームで担う人材育成 14,000,000 

②平成25年度「戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE）」（総務省）  ２件 （単位：円）
研究代表者（所属・職名・氏名） 研究課題名 交付内定額

情報科学研究科 教授 角田 良明 アシュアランスネットワーク設計原理に基づいた平
常時災害時両用システムの研究開発 4,596,800

情報科学研究科 講師 谷口 和弘 広島発・産学官医連携体制による高齢者見守
り支援システムの研究開発 11,350,300

留学体験記 教員の研究活動報告

ひろしま平和ノート

アートギャラリーミヤウチにて

教員の活動紹介活躍する市大人

クラスメートと（２列目左端が村上さん）

クラスメートと（右から３番目が平田さん）

ピースキャンドル

区分
転任
転任

氏　名
新垣　　修
疋田　真一

　　　　　　　　 職　名
国際学部教授（８月31日付け）
情報科学研究科助教（９月15日付け）

　大学２年の夏休み、私は高校時代に留学していたチェコ共和国
で、再びチェコ語を学ぶため、チェコの国立大学で毎年開催される
サマースクールに参加しました。私が滞在したのは、お城と聖堂がそ
びえ立つ、中世を感じさせる美しい風景のある街でした。サマースク
ールには、世界各国から約150名もの学生、学者らが参加し、１か
月間、共に学び、共に生活をしました。授業は月曜日から土曜日の９
時から13時までで、授業後には発音講座などもあり、夕方は寮で復
習・予習、と充実した学習環境が用意されていました。また、毎週末
に企画される小旅行や毎晩行われるパーティーを通して、他学生ら
と交流し、素晴らしい関係を築くことができました。その中でも、私が
現在最も関心を持つ分野を研究する他国の研究者や学生らとの
出会いは、これからの私の勉学に対する方向性を明確にしてくれま
した。チェコで過ごしたこの夏は、語学学習や他学生らとの交流だ
けでなく、思いが
けない出会いと
機会を与えてくれ、
心から「行って良
かった」と思える
素晴らしい１カ月
でした。

企画のアイデアのパーツを
　　組み合わせる時が楽しい！

　今年度から広島市立の全学校で新しい「平和教育プログラ

ム」が始まりました。私は本プログラムの効果検証に関わってい

ますが、このプログラムが斬新なのは、小学校から高校までの学

習内容が「ひろしま平和ノート」（学習教材）に凝縮され、体系

的な平和学習になっていることです。従来の平和学習のように

「被爆の実相」や「戦争の悲惨さ」を学ぶだけでなく、フラワーフ

ェスティバル、広島カープ、お好み焼きなど、現在の私たちの生

活と密接に関わっているものが、戦後の広島の復興に大きく貢

献してきたことについても学習します。まさにヒロシマの「再発

見」です。

　例えば、広島の名物「お好み焼」。現在は生地の上にキャベ

ツ、もやし、ネギ、天かす、豚バラ肉など、いくつもの層になってい

ますが、かつては「一銭洋食」と呼ばれ、子どもたちが駄菓子屋

に野菜の切れ端を持ってきたのを、お店のおばちゃんが小麦粉

の生地の上にのせ、それを半折りにしてウスターソースをかけた

「おやつ」でした。そこから、えび、いか、たまご、そばなど、時代と

ともに具材が重ねられてきました。具材の重なりは「広島市民の

思いの重なり」であり、この重なりの上に子どもたちは自分が未

来に向けてどのような思いを重ねていくのか。自分たちが明日を

つくる「歴史の最前線」にいることを学習します。

　被爆体験の風化に伴い、こうしたヒロシマを「再発見」する教

材研究の重要性が高まりつつあります。ぜひ本学の大学院国

際学研究科で教材研究に取り組み、平和学の学位を取得して

いただきたいと思います。

在学生、卒業生を問わず、国内外の数多くの分野で活躍する「市大人」。その中から、顕著な活動を行っている人を紹介します。

今井さんは、アートイベントを領域横断的にマネジメントする
「アートコーディネーター」として活躍しています。また、2013
年から「アートギャラリーミヤウチ」の運営に携わっていま
す。そこで、「アートコーディネーター」という仕事について、
お話を伺いました。

―「アートコーディネーター」とはどのような仕事ですか？
アートイベントに関わる複数の業務を接合させながら総合的に運営
をする仕事です。私の場合、企画をはじめ、調査、デザイン、広報、
予算管理、記録、事務など、全てを担当する時もありますが、実施す
る場所や関わる人に応じて手法を変えたり、各業務を専門とする人
に委託することもあります。与えられた条件やアイデアを上手く編集
して良い形に持っていくというイメージでしょうか。
　
―「アートコーディネーター」に興味を持ったきっかけは？
8年前ドイツに留学した時、自分の作品発表のために展覧会を企
画したのですが、アート関係者はもちろんのこと、一般の方も立ち寄
り会話を楽しむというベースがありました。また同年代のアーティスト
が、取り壊される工場を有効的に使う提案のために、展覧会や音
楽イベントを開催していて、今でこそ企画や場作りが表現として評
価されるようになってきましたが、当時の自分にとっては衝撃的なこ
とでした。作品を通して生まれるコミュニケーションの価値に気付き、
自分と向き合うだけの表現ではない方法を探していったことが、アー
トコーディネートに興味を持ったきっかけです。
　
―今井さんは数々の「アートコーディネート」をされていますが、転
機となったアートイベントを教えてください。
（大学院博士前期課程）修士２年の時から関わっている広島アート

プロジェクトですね。
特に１年目は、プロ
の作家や学芸員と
一緒に仕事をする
初めての機会とな
り、さらに実施場所
となる地域の方々
との仲介など、アー
トに関わる仕事の
幅広さに驚きまし
た。それと同時に、当時自分が考えていた理想のクリエーターという
仕事に近い！ と確信した思い出があります。
　
―どのようなところにやりがいを感じますか？
展覧会の場合だと、企画のアイデアのパーツを組み合わせる時と
オープン前に形になってくる時が一番ドキドキしますね。そして、結果
的に第三者の方から反響があればもっとうれしいです。どのプロジェ
クトも未知の領域が多く、毎回違う仕事になることもやりがいのひと
つです。
　
―現在は、アートギャラリーミヤウチの運営に関わっているそうですね。
廿日市野村病院の前理事長さんから、芸術活動を通して長年お世
話になっている地元へ恩返しをしたいという思いでギャラリーを立ち
上げるお話を伺い、医療法人が運営母体となる芸術活動の可能
性に自分も携わってみたいという気持ちもあって、関わらせていただ
いています。
　
―ギャラリーの今後の展開はどのように考えていますか？
今後も領域横断的な思考でいきたく、あまり偏ったジャンルで固め
たくないという気持ちがあります。でも、一般的な美術館や画廊のよ
うな場所ではなく、コミュニティスペースとして機能させたいです。ま
た、地元作家や若い作家を紹介する展示をはじめ、広島市立大学
と関連した企画も考えています。ギャラリーの創設者も地元の大学
と連携したいと願っておられたので、末永く関係を続けていけるよう
な土台をつくりたいと思っています。
　
―広島市立大学で学んだことで現在に生きていることはどのよう
なことですか？
学生時代には、現代美術をはじめ、グラフィックやランドスケープデ
ザイン、都市計画と、けっこう幅広く学ぶことができ、領域横断をす
るような思考が自然と身についたように思います。あとは、「疑う」こ
とですかね（笑）。
　
―後輩へのメッセージをお願いします。
一つの物事に対して自分たちの世代がどのように見ているかを、お
互いに話す機会を持ちたいですね。

アートコーディネーター　今井 みはるさん
芸術学研究科（博士前期課程）造形計画専攻2006年度修了生

いまい

国際学部国際学科２年　村上 尋音
むらかみ　　ひろね

国際学部准教授　卜部 匡司
うらべ　　まさし

今井みはる（いまい・みはる）
2007年３月、芸術学研究科（博士前
期課程）造形計画専攻現代表現領域
修了。同領域の非常勤助教や研究員
を経て、2012年から公益財団法人み
やうち芸術文化振興財団に所属。財
団やアートギャラリーミヤウチの設立か
ら関わり、現在は学芸員として企画・運
営に携わる。その他、広島アートプロジ

ェクトや旧広島市民球場跡地利用の研究など幅広く活動。広島市立
大学芸術学部非常勤講師。 www.imaimiharu.com
　
アートギャラリーミヤウチ　www.miyauchiaf.or.jp/agm

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学企画・広報委員会
○E-mail： kikaku@office.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel： 082-830-1666　○Fax： 082-830-1656
「WEST BREEZE」のバックナンバーは、
大学ウェブサイト「大学紹介」＞「大学広報」＞「広報誌「WEST 
BREEZE」」に掲載しています。

おめでとうございます
■芸術学研究科の修了生がアニメーション作品で受賞・入選
2013年７月、芸術学研究科（博士前期課程）造形計画専攻修了生
の杉殿育恵さんが、「ASK？映像祭2013」で大賞を受賞。また、「オタ
ワ国際アニメーションフェスティバル」で入選。

■芸術学部藁谷教授が「再興第98回院展」で受賞
2013年８月、芸術学部藁谷実教授が「奨励賞」を受賞。なお、本学の
卒業生（修了生）も多数入選。

■情報科学研究科の修了生が「第12回情報科学技術フォーラム
　（FIT2013）」で受賞
2013年９月、情報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻修了
生の本庄賢光さんの論文が「FIT論文賞」を受賞。

■情報科学研究科の学生が「第38回教育システム情報学会」で
　受賞
2013年９月、情報科学研究科（博士前期課程）知能工学専攻１年の
檜谷直樹さんが「大会奨励賞」を受賞。

■芸術学研究科の学生らが広島「KAZARU展」で受賞
2013年９月、芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻１年の田
中若葉さんが「広島県教育委員会賞・テーマ賞」、芸術学部デザイン
工芸学科３年の柳井千恵子さんが「優秀賞」、芸術学研究科（博士前
期課程）造形計画専攻修了生の青木聡子さん（現・芸術学部デザイ
ン工芸学科非常勤助教）と同修了生の松本桂さん（現・芸術学部デ
ザイン工芸学科実習補助員）が「奨励賞」を受賞。

■グローバル人材育成プログラムの海外インターンシップを実施
2013年８月26日（月）から９月６日（金）まで、広島修道大学と本学との
連携により実施している「大学間連携によるグローバル人材育成プロ
グラム開発・実施事業―グローバルプロジェクトマネジメント人材育成
―」の一環として、海外インターンシップが実施されました。本学からは
８名の学生が参加し、インドの現地企業で研修を行いました。研修内
容は、実際の仕事を通じて、インドの学生や技術者とコミュニケーショ
ンをするという実践的なもので、学生たちは、英語力だけでなく、より主
体的に行動することの重要性をあらためて学びました。

■広島市立大学サテライトキャンパスを開設
2013年10月６日（日）、広島市立大学サテライトキャンパス（広島市中
区）の開設セレモニーを行いました。開設セレモニーに続き、市大英語
ｅラーニング講座の開講式が行われ、市民ら約70名が参加しました。
サテライトキャンパスは、本学の市内中心部での活動拠点として、市民
を対象とした公開講座の実施や、学生、地域住民、企業および行政の
交流などに活用していきます。

市大ニュース

教員の人事異動

■国際学部の学生が広島東洋カープインターンシップに参加
2013年７月11日（木）から13日（土）まで、国際学部１年の岩﨑大智
さんが「広島東洋カープ平成25年度第１回インターンシップ」に参加し
ました。遠征に同行しながら横浜スタジアムと明治神宮球場を視察し、
グッズや飲食物の販売陳列方法等を学ぶなど、貴重な経験をしました。

■情報科学研究科の角田教授と谷口講師の研究が「SCOPE」に
　採択
2013年８月、情報科学研究科の角田良明教授と谷口和弘講師が研
究代表者となる研究が、それぞれ「平成25年度SCOPE（戦略的情報
通信研究開発推進事業）」に採択されました。

■本学学生が広島東洋カープの「ピースナイター2013」に協力
2013年８月６日（火）、マ
ツダスタジアムで行われた
「ピースナイター」に本学
学生が協力しました。試合
前のセレモニーでは、本学
学生代表が広島東洋カ
ープ・阪神タイガース両チ
ームの監督・選手らによっ
て平和へのメッセージが
記されたとうろうを受け取
りました。また、本学学生による「広島市立大学ピースキャンドル実行
委員会」が、マツダスタジアムへのプロムナード（遊歩道）入り口横の
広場に約4,500個のピースキャンドルを設置しました。

■広島赤十字・原爆病院賞の第２回受賞作品が決定
2013年９月、広島赤十字・原爆病院賞の第２回受賞作品として、芸
術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専攻１年の菅原有加さん
の作品「あめ（阿芽）」が選考され、同院内に常設展示されています。

広報誌名
広島市立大学広報誌「WEST BREEZE」は、表紙タイトルを「W.B.」
（「WEST BREEZE」の略称）に改めました。
なお、「WEST BREEZE」は、広島市立大学のある西風新都にちな
んで命名されました。

編集人／若林 真一
発行日／平成25年（2013年）11月１日

■芸術学部デザイン工芸学科３年テーマ制作展「エコロジー」
2014年１月22日（水）から26日（日）まで、広島市まちづくり市民
交流プラザとYO‐HAKUの2会場に分けて開催。デザイン工芸
学科を構成する７つの分野のそれぞれの学生がこの共通のテー
マに取り組み、各専攻のさまざまな素材、技法、提示方法で制作
した作品を展示します。

■第17回広島市立大学芸術学部卒業・修了作品展
2014年３月５日（水）から９日（日）まで、広島市現代美術館と本
学キャンパスの２会場に分けて、日本画、油絵、彫刻、デザイン工
芸などの作品を展示します。

予 告

「お好み焼」も平和教育に！？
ヒロシマの再発見！

人生最高の１カ月

　中国語を第二外国語として選択している私は、現地で中国語を
学ぶことにとても魅力を感じ、語学研修への参加を希望しました。
能力別に分けられたクラスには約10カ国の人々が集まっており、
語学だけでなく、それぞれの国の文化や習慣なども学ぶことができ、
良い経験になりました。授業の８割は中国語で行われ、難しい説明
などが英語で行われました。中国語は、漢字を使用する日本人にと
って、比較的理解しやすい言語のように思っていましたが、日ごろ漢
字に甘えて学習してきたため聞き取り能力が非常に低いということ
に気付かされました。また、最近日本では若者の孤立化が問題視さ
れていますが、私がこのたび関わった中国の学生は、親元を離れ、
大学の寮で集団生活をしているため、思いやりの心が養われており、
お互いに協力し合う姿が印象的でした。現在、日中関係はあまり好
ましい状態ではあ
りませんが、私た
ち若者が小さな
思いやりの心を
大切にし、少しず
つでも関係が改
善されていくこと
を願います。

国際学部国際学科２年　平田 藍菜
ひらた　　  あいな

中国が私に教えてくれたこと

　本学の教員は、国の制度である科学研究費補助金や各種外部競争的資金に積極的に応募し、採択を受けて学術研究活動を展開しています。本学では、これらの外
部資金を活用し、独創的、先駆的な研究に取り組んでいます。
　平成25年度の科学研究費補助金および外部競争的資金の採択状況は次のとおりです。

平成25年度科学研究費補助金採択一覧（交付決定額は直接経費のみ 2013.5.31現在）

基 盤 研 究
挑 戦 的 萌 芽 研 究
若 手 研 究
新 学 術 領 域 研 究
研究活動スタート支援

研究成果公開促進費

：
：
：
：
：

：

１人で行う研究または複数の研究者が共同して行う創造的・先駆的な研究
独創的な発想、特に意外性のある着想に基づく芽生え期の研究
３７歳以下の研究者が１人で行う研究
我が国の学術水準の向上・強化につながる新たな研究領域
研究機関に採用されたばかりの研究者や育児休業等から復帰する研究者等が１
人で行う研究
学術研究の成果を公開するために刊行する学術図書の助成

平成25年度外部競争的資金（2013.10.1現在）

平成25年度科学研究費補助金及び外部競争的資金の採択状況

65件  102,100千円
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